
リトルベビーハンドブックの作成と運用について

資料No.４

令和５年１１月２０日
しあわせ子育て応援部

山形県における出生数（令和４年）

出生数 うち、2500ｇ未満 うち、1500ｇ未満
５，６７４人 ５０９人 ５７人

リトルベビーハンドブックの作成、及び効果的な活用にご協力を
お願いします。

１ 本県における出生の状況

・妊娠、出産から⼦育てにおける⺟⼦保健については、市町村が主となり、乳幼児健
康診査、乳幼児家庭全⼾訪問事業の実施など、⼦育て世帯に寄り添った切れ⽬のな
い支援を実施

・低体重で小さく生まれた赤ちゃんやその保護者への対応については、周産期医療や
ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）が密接に関わるとともに、地域の保健機関との連携
が求められるなど、広域的、専門的な対応が重要

２ リトルベビーハンドブックの作成と運用

（１）リトルベビーハンドブックとは
・低体重で小さく生まれたお⼦さんの健康管理と、保護者の多面的なケアのため、お
⼦さんに寄り添った成⻑の記録や留意点などが盛り込まれた⺟⼦健康⼿帳の副読本

（２）検討会の開催
・市町村の⺟⼦保健担当、低体重で生まれた⼦どもの保護者、小児医療の専門家など
関係者による検討会を開催

・令和５年度内に取りまとめハンドブックを作成（500部）・配付予定
（３）配付対象
・出生時の体重が1,500g（1.5kg）未満の極低出生体重児と、低出生体重児（2,500ｇ
未満）で希望する方

（４）配付方法
・低出生体重児を集中治療管理するＮＩＣＵ等や、市町村の⺟⼦保健担当部局からの
配布を予定
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